
寅さん歩 その 19     

バーチャルウォークで 

甲州道中を歩くー3 

                           平野 武宏 

 

寅次郎、徳川家康が整備した五街道の東海道、中山道、日光道中、奥州道中を

バーチャルウォークで完歩しました。 

次は五街道で残った甲州道中に挑戦しています。バーチャルウォークのシー

トはＨＰのＹＲ・四季の道から印刷してください。 

バーチャルウォーク甲州道中は 2020 年 11 月～12 月に歩いて、寅さん歩 348

～351 東京の博物館めぐり内で経過のみを報告していますが、今回は各宿場を

紹介しながらゆっくり歩きます。 

 五街道ウォーク・八木牧夫著「ちゃんと歩ける 甲州街道」（山と渓谷社）と

山口徹著「歴史の道 甲州街道を歩く」（吉川弘文館）を参考に、写真は無料画

像を使用します。 

徳川家康は主要五街道（東海道、中仙道、甲州海道、奥州海道、日光海道）を

幕府道中奉行の管轄下に置き、順次整備に取り掛かりました。 

1716 年（正徳 6 年）五街道の名称を東海道、中山道、奥州道中、日光道中、

甲州道中に統一しました。海道は海端の道でないとの理由で道中と呼びました。

街道との呼び方は明治政府の命名によります。 

前回は下石原宿から小仏宿まで歩きました。今回は小原宿から野田尻宿まで

歩きます。 

 

[小原宿] 神奈川県相模原市緑区  最寄駅  ＪＲ中央本線 相模湖駅 

 武蔵国（現在の東京都）から相模国に（現在の神奈川県）に入ります。 

2025年 6月 26 日小原（おはら）宿（日本橋から 61km）に到着しました。 

小原宿は尾原とも書き、「峯（小仏峠）の尾さきにて、くだりはてたるところ

の、すこしひらけたるところ」を地名の由来としています。 

小原宿は与瀬宿と合宿で、与瀬宿を越えて吉野宿まで継立て（つぎたて）、与

瀬宿からは当宿を越えて小仏宿まで継立てる片継であった。（継立てとは人馬

を替えて貨客送り継ぐこと） 



 

宿場の宿並みは 1895年（明治 28年） 

の大火で焼失しましたが、本陣（写真右） 

は残されています。神奈川県下の 26軒 

あった本陣の中で唯一現存する貴重な 

建物として県指定重要文化財となって 

います。 

 

 

[与瀬宿] 神奈川県相模原市緑区 最寄駅 ＪＲ中央本線 相模湖駅 

 

2025年 6月 26 日与瀬宿（よせ） 

宿（日本橋から 63km）に到着しま 

した。 

与瀬宿は小原宿と合宿で、小原宿 

は小仏宿からの荷を与瀬宿を通り 

越して吉野宿に送り、吉野宿の荷 

は小原宿を通り越して小仏宿に送る 

片継の問屋業務を行いました。 

 写真右は現在の町並みです。 

 

[吉野宿] 神奈川県相模原市緑区 最寄駅  ＪＲ中央本線 藤野駅 

 

2025年 6月 27 日吉野（よしの）宿 

（日本橋から 67km）に到着しました。 

 地名の由来を調べると、昔、蔵王権現が 

 奈良吉野から勧請された際に地名に 

 「大原、八瀬、吉野」をもじって名付け 

たらしい。現在の残った地名の小原は 

大原から、与瀬は八瀬からと考えられる。 

宿並は 1896年明治 29年の大火で焼失 

してしまいました。 

写真右は現在の町並みです。 

 



[関野宿] 神奈川県相模原市緑区 最寄駅  ＪＲ中央本線 藤野駅 

 

2025年 6月 28 日関野（せきの）宿 

（日本橋から 69km）に到着しました。 

 関野宿は甲斐国との国境を控え重要視 

 されました。宿並は 1889 年（明治 22年） 

 とその後二度の大火で焼失しています。 

 写真右は現在の町並みです。 

 脇を流れる相模川は山中湖に源を発し、 

 相模国では相模川、甲斐国では桂川と 

 呼んでいます。 

 

[上野原宿] 山梨県上野原市     最寄駅 ＪＲ中央本線 上野原駅 

 

相模国（現在の神奈川県）から甲斐国（山梨県）に入ります。 

2025年 7月 3日上野原（うえのはら）宿（日本橋から 73km）に到着しました。

上野原の地名の由来は、この地は四方崖高く、この崖の上の原であるところか

ら「上野原」となったそうです。郡内織（絹織物）の中心地で江戸・甲州の商

人が集まり栄えました。名物の「酒まんじゅう」（写真下右）は商人たちに愛

されました。写真下左は昔の面影が残る商家ですが、宿並は明治と大正の大火

で焼失しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[鶴川宿] 山梨県上野原市      最寄駅 ＪＲ中央本線 上野原駅 

 



2025年 7月 3日鶴川（つるかわ）宿 

（日本橋から 76km）に到着しました。 

 鶴川は都留川とも書かれました。 

 鶴川宿は小宿でしたが、鶴川が「川留」 

 になると賑わい、鮎が名物でした。 

 鶴川の川越しは甲州道中唯一の川越し 

 で、番所役人より川越し人足の方が怖 

かったそうです。 

 写真右は現在の町並みです。 

 

[野田尻宿] 山梨県上野原市     

最寄駅 ＪＲ中央本線 四方津駅よりバス利用 

 

2025年 7月 5日野田尻（のたじり） 

宿（日本橋から 79km）に到着しました。 

野田尻宿は鶴川が川留になると大いに 

賑わいました。宿並は 1886 年（明治 19年） 

の大火で焼失しています。 

 写真右は現在の町並みです。 

 

 

 

 

 

今回はここまでとします。 

 

平野 寅次郎 拝 

     


